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はじめに

　上海の製糸業における大規模な労働争議はま

ず1922年に発生し，ついで24年と26年頃も

発生した．本稿は，南京国民政府成立前のこの

製糸業の労働争議史に関する研究の一環をなし

ている．22年の争議については，すでに発表し

た論文n一以下，拙稿と略称する．「一で検

討したが，それは同年までの紡績業の争議に類

似した面をもつ2），女早車主導の争議であった．

　本稿で取り上げるのは，大規模なものとして

22年についで発生した24年の虹口での争議で

あるが，この争議の結果は22年以来の筆管車

主導の争議の到達点を示しているといってよい．

すなわち24年目争議の結果として，22年の争

議で提起され’ていた製糸女工の団体の結成が，

はじめて経営者側によって承認されたのである．

　ところで製糸業の場合は，26年の労働争議の

時に上海総工会がかなり活発に活動したようで

あるが，紡績業に比較すると労働者への中国共

産党の影響の浸透は緩慢であり，5・30運動に

おいても製糸女工は目立った動きを見せなかっ

た．しかしこのことは製糸女工への共産党の働

きかけが，26年の争議までにまったく無かった

ことを意味しているわけではなし〕．24年の争

議には22年のそれとは異なった一面もうかが

えるのであり，製糸業における労働争議の変化

のきざしについても，可能なかぎり明らかにし

てみたい．

1．争議の発生

　争議は，雲成，物華両糸廠から始まった．

1924年6月14日，この両工場の女工たちが賃

上げを求めてストライキを起こした．この2工

場に続いて争議が発生したのは，同豊永糸廠で

ある．同工場の女工は労働時間の延長と賃金の

支払いの遅延に不満をもち，経営者側と交渉し

ようとしたところ，職員は逃亡してしまった．

このため女工たちは工場内を破壊し，さらに裕

経糸廠に押しかけ操業の妨害をはかった．この

ため手筆の女工も仕事場を離れ，操業は停止の

状態に陥った．

　裕経糸廠のように，他の工場の女工に押しか

けられて操業を停止した工場はほかにもあり，

統宰，骨導，天昌の3工場には，雲成や物華の

女工が押しかけた．また元豊，通経，通緯の3

工場には躍層の女工が押しかけ，労働時間の短

縮と賃上げを要求して，認められなければスト

ライキを実行するように，3工場の女工に働き

かけた．

　また経営者自身が不穏な状況を察知して，自

ら操業を停止した工場もある．たとえば良質生

糸の生産で有名であった瑞論難廠が，そうであ

る．こうした工場も含めて最初の争議から5，6

日を経過した時点では，14の製糸工場が操業を

停止し，仕事場を離れた女工の人数は6，000人

に達した3）．争議は虹口の大部分の製糸工場に

波及するとともに，女工が間北に行って騒ぎを

起こそうとしているといううわさが流れるなど，

間北にまで拡大する勢いを見せた．

　当時の『民国日報』（1924年6月20日）が「最

近の上海社会の重大事件」と称した24年の争

議は，最初から特定の目的を実現するために，

組織的に起こされたわけではなかったようであ

り，争議の発端となった原因については，賃金

や賞金への不満，労働時間の延長や管車による
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虐待への反感等いくつかのものが指摘されてい

た（『時報』1924年6月19日）．しかしなかでも

女工たちが強い不満をもっていたのは，賃金に

ついてであった（『民国日報』1924年6月18

日）．24年度の操業の開始にあたって，女工た

ちがとくに賃金に不満をもつだのは，経営者側

が決定した賃金額が前年度より少なかったため

である．

　24年度の操業の開始にあたって，経営者側が

賃金額を抑制しようとしたのは，不況のためで

あった．好調な先約定で始まった23年度と異

なって，24年度の操業は外商による買い付けが

不振な状態で始まろうとしていた．経営者側に

よれば，去年の同じ時期は生糸の1担当りの相

場が最高で1，700両から1，800両に達したρに

対して，24年度は1，000両以下に低迷してい
た．

　製糸女工の賃金については，1年に2度，基

準となる最：高書金額を経営者側の団体である糸

軸部公所で協定するのであるが，23年度の夏挽

期の最高賃金額は4角5分であり，生産量が減

少する春挽期に入って3角8分に改定されてい

た．ところが24年度の霧鐘期に入るにあたっ

て，不況を理由に経営者側は昨年度の夏挽期の

賃金額にもどすことはせず，協定最高賃金額を

3分減額して4角2分とする方針を示したので

ある．製糸女工は労働条件の様々な面について

不満を持ちつつも，主要にはこの賃金問題を原

因に自然発生的にストライキを起こし，また同

調を求めて他の工場にも押しかけたのである．

　争議の発生に対して製糸工場の経営者側では，

6月17日に代表が糸肩総公所に集合して対策

を協議したが，その結果，予定どおりに旧暦の

6月1日から3角8分の賃金を4角2分に引き
上げると同時に，操業の再開のために警察た保

護を要請することになった（r早苗』1924年6月

18日・19日）．経営者側は外商との先約定の履

行に迫られていたが，当時の生糸価格の低迷と

いう状況の下で，女工たちの賃金額への不満に

はこたえないままに，警察の力に頼って操業の

再開を実現しようとしたのである．

　女工たちの賃上げ要求は経営者側の会合で拒
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追されたわけだが，この経営老側の姿勢にどう

対処したらよいのか，女工側は意思を表明でき

るまとまりを欠いていた（「時報』1924年6月

19日）．解決のための糸口が見出せないままに

争議が継続するという膠着した状態のながで，

女工たちに代わって経営者側と交渉し，争議を

解決に導こうとする団体が，やがて出現するよ

うになった．そのような団体として最もはやく

活動を開始したのが，糸紗女工協会である．

II．糸紗女工協会について

　糸紗女工協会（以下，しばしば女工協会と略

称する．）の結成のための最初の準備会は，1924

年1月5日に開かれた．発起人となった女工は

130人余りといわれているが，．この準備会に参

加した女工の人数は30人ほどである．またそ

の名称にもかかわらず，紡績女工が参加した形

跡は見当らない．この日の準備会において9条

からなる「上海糸紗女工協会簿備処簡章」が決

定されているがり，まずこの「熱演」から，女工

協会の結成の推進にあたった指導グループの女

工たちや援助が期待された外部の勢力の性格，

それに女工協会結成の目的について検討してお

こう．

　女工協会の結成を推進する「職員」である

「壽備員」や「名誉董事」についてはチ「簡章」

の第3条と4条で規定されている．女工のなか

から選ばれる「壽備員」は，「13の幕の代表より

推薦する」ことになっており，女工協会結成の

準備を進めた指導グループは，女工の同郷的結

束を基礎に選ばれていたことがわかる．女工協

会の結成が13の幣を基礎に進められていたこ

とは，準備金の開催の楽しばらくして発表され

た第2回の「宣言」（『属国日報』1924年2月13

日）からも明らかであり，それは女工を結集す

るにあたって，「各自の領袖」の連合を実現する

方針を示していた．こうした13の需を基礎に

した団体の結成方針は，拙稿で取り上げた上海

女子工業進徳会や糸廠女工団にも見られた．

　「壽備員」の人数について，「簡章」の第4条

では主任と副主任を含めて13人となっていた

が，実際に選ばれた人数は32人である．「簿備
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員」の主任に選ばれたのは穆志英であり，22年

に彼女とともに女子工業幽玄会の結成を進めた

趙蘭英が副主任に就任している．また「直心

員」のなかには，呉疑心をはじめ13の幣を代表

する糸面女工団の指導者の大部分が含まれてい

る．13の箒を基礎にした組織形態に加えて，こ

の指導者個人の重複からみても，結成が進めら

れた女工協会の実態は，22年から23年にかけ

て出現した女子工業旧徳会や心良女工団と，ほ

とんど同一であったと考えられる．

　「壽備員」ととも、に「職員」として扱われてい

るのが「名誉董事」であるが，それには女工自

身が就任するわけではなく，外部からの支援者

としての名士の就任が予定されている．40人

の「名誉董事」のうち何らかの経歴が判明する

のは，私が調べたかぎりでは26人である．こ

の26人の経歴で目につくことは，第1月中華

民国成立時に国会議員であった人物が8人おり，

そのなかの6人は国民党に所属していたことで

ある5｝．この6人置なかの胡鷹庚，盈虚成，王

玉樹，それに鼻面塁の4人は，1922年に上海女

権運動同盟会が女性の権利の拡張と憲法上での

男女平等の規定を求めて実行した請願を，国会

に紹介したことがあった6）．

　次に目につくのは，江蘇省の第3期の省議会

議員が4人いることである．国会議員の場合は

一定の党派でのまとまりがあったが，省議会議

員のほうは選出地域でのまとまりがあり，全員

が9区の潅属（ここには穆潮面の出身県である

宮城県など，江北の6県が含まれている．）の選

出議員である（r申報』1921年10月18日，11月

4日）．この議員のなかには女子工業進徳会の

結成に関係した呉毒血（鴻壁）も含まれているが，

上海に多数の女工を供給していた地域で選出さ

れた省議会議員に，女工協会結成瓦の支援が期

待されていたのであろう．

　以上は男性の「名誉領事」であるが，女性の

それとしては論宗漢，沈儀彬，程娩珍それ1こア

ンダーソン（Mary　Anderson）の名前があげら

れている．アンダーソンは共同租界の工部局の

招きで幼年工法の作成のために中国に来ていた

人物であるが，それ以外の中国人の女性に共通

309

しているのは」いずれも上海女権運動同盟会の

理事だという点である7）．この女権運動同盟会

は糸廠女工団の活動をしばしば支援しており，

こうしたことが女性の「名誉旧事」の人選につ

ながったものと考えられる．

　こうしてみると女工協会の結成にあたっては，

国民党系の旧国会議員や女工の主要出身地域選

出の省議会議員からの，また上海で活動してい

た婦人団体のなかでは女権運動同盟会からの援

助が期待されていたことがわかる．女工協会の

結成にあたって発表され’た「名誉馬事」は就任

を折衝中の人物であり，本人の了解を得ている

わけではなかったが，国民党系の旧国会議員の

場合はともかく，省議会議員や女権運動同盟会

の理事については，ただ名前だけの「名誉当事」

で終ったわけではないようである．このことは，

争議の収拾過程で判明する．

　女工協会の結成目的は端的には示されていな

いが，「油島」の第2条や2回にわたって発表さ

れた「宣言」からおよそのことは知り得る．結

成準備会の直後に発表された最初の「宣言」

（『民国日報』1924年1月15日）は，女工たちが

様々な困難に遭遇している原因として，相互の

連帯の欠如，教育の不足，知識の低さなどをあ

げていた．「簡章」の第2条と第2回の「宣言」

もこれと同じように，女工の連帯の実現，教育

の普及，それ’に衛生の研究の必要を指摘してお

り，女工協会の結成の主な目的が女工の啓蒙・

教育にあったことが推察できる．

　女工協会の結成準備に対して経営者側は敏感

に反応したようで，準備会の開催からまもなく，

女工協会との関わりが強かった江北出身の女工

が解雇されるといううわさが流れた．経営者側

の動きに対して女工協会ではすぐに抗議の行動

をとったが，この問題に関連して女工協会が糸

繭総公所に出した書簡には，女工協会の主要な

構成員の工場内での地位を示唆する興味深い内

容が含まれている．

　書簡は待遇の平等と労働時間の短縮を求めて

3年になると，女工協会の活動の開始を女子工

業旧徳会の結成が計画された22年においたう

えで，3点について経営者側の行為を非難して
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いる（『民国日報』1924』年3月26日）．第1点は

管車の年末の手当に関するもので，その支払い

について女男車が男今町と平等に扱われていな

いことを非難している．第2点は江北出身の女

工の解雇問題に関するものであるが，女工協会
　　　　　　　　　　　　　　　　くママラ
の非難は，いくつかの工場がある「手触」に女

工の募集を肩代わりさせ，それまでいた女工を

交代させようとしていることにおかれている．

第3点は賃金の問題であるが，4角5分の賃金

を3角8分に改定したことを非難している．

　第3点にある賃金の改定は，夏野から春挽へ

の移行にあたってこれまで慣習的に行なわれて

きたのであるが，拙稿でも言及したように，22

年の争議の時にも，女子工業進徳会がこのよう

な季節による賃金の改定に反対していた．この

第3点だけが主に一般の女工に関係する問題で

あるのに対して，第1点と第2点には女導車独

自の問題をめぐる非難が含まれている．

　年末の手当の支払いをめぐる男導車と女歩車

の不平等は，この時にはじめて問題になったわ

けではなく，この年の旧暦の年末を迎えて，男・

管車との年末手当の不平等の改善要求が，徳業

糸廠の5人の丁丁車によって「門門女工団」に・

持ち込まれていた8）．このことを報道した『民

国日報』（1924年1月19日）の記事によれば，製

糸工場の規定では旧暦の年末には男女の冊子に

「双俸」を支給することになっているが，往々に

して男牛車は女子車を欺いて「単俸」を支給す

ることが多く，徳業糸廠の5人の女平門はこの

不平等の改善を，女工団に訴えた．ここに出て

くる「丁丁」とか「単俸」というのが何を意味

しているのかよくわからないが，旧暦の年末の

利益配分にあたって，職員には一月分あるいは

二月分の賃金が支給されていたようであるか

ら9），この二月分と一月分の違いであったのか

もしれない．また支給額の違いがなぜ男下車の

欺購と関係があるのか，手当の支給方法も不明

だが，いずれにせよ第1の点は管車内部の性に

よる待遇の不平等を問題にしているのである，

　丁丁は一冊子の繰糸設備ごとに配置され，労

働の指導・監督にあたるだけでなく，必要な数

の女工の募集にもあたっていた．第2の点は経

研　　究

営者側によるこの管車の女工募集権の侵害を非

難しているのであり，江北出身の女工を排除し．

ようとする動きへの非難には，一般の女工の生

活の擁護と下野車の既得権の保持という2つの

面が含まれていたことがわかる．

　女工協会の結成準備に対して，経営者側では

それに密接な関係を持っていると思われた江北

出身の女工を，解雇しようとする動きを示した．

女工協会結成の準備へのこの経営者側の対応に

対して，女工協会側では江北出身女工の雇用の

維持や季節による賃金の改定の廃止といった，

一般の女工の利益に関わる要求を提起しただけ

でなく，同時に管車の既得権の保持や管車の待

遇の性による不平等の改善という，女工車の利

害に関わる問題の解決も提起していたのである．

IIL争議の解決条件をめぐって

　ストライキに入った女工たちに対して，製糸

工場の経営者たちは17日目会合で決定したと

おりに，警察の保護をうけて20日から操業を

再開する意思を表明した．ただ一部の意見とし

て出されていた，損害の女工たちへの賠償要求

は実行することはせず，また争議の過程で逮捕

された女工9人のうち，主だったもの2人以外

は釈放を認め，その2人についても操業再開後

に問題が生じなければあまり責任を追及しない

ことにした（『申報』1924年6月20日）．しかし

当日の20日に工場に来た女工は僅かで，比較

的多かった同豊永でも3分の1の女工しか就業

せず，雲成や物華に至っては1人も就業しなか

ったといわれている（『申報』1924年6月21

日）．翌日の21日も，同じような状態であった．．

経営者側の操業再開の動きに対して，20日前後

にはむしろ女工の側から高度な内容の解決条件

の提示があった．

　ストライキに入った女工たち自身に，要求を

整理して経営者側と交渉ができるようなまとま

りが欠如している状態の下で，すでに争議発生

の数日後あたりから，女工たちに代わって解決

のための条件を提示しようとする団体が出現し

ていた．最もはやくから解決のための条件を提

示していたのは，先に言及したように早事女工
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協会であった．

　争議が発生すると，女工協会では穏やかに解

決するように会員を派遣して秩序の維持にあた

るとともに，「職員」20人ばかりを集めて会議

を開き解決条件の整理を撮めた．女工協会がま

とめた条件は4項目からなっているが，そのな

かの2項目では省当局への請願の実施や，省や

県当局そして各社会団体への道理のある対処の

要望があげられており，女工たちのための解決

条件といえるのは，前年の「省令」が定めた労

働時間の遵守と4角5分の賃金の回復という2

項目である10）．

　「職員」会議の決定に従って，女面協会は省長

等にあてた請願文を発表したが，そのなかでは

労働時間の短縮と4角5分の賃金の回復という

2項目に，逮捕された女工の釈放要求が加えら

れ’ている（『時報』1924年6月20日）．このよう

に争議が発生してから3，4日後には，女工協会

は解決条件に関する方針を決定し，この方針に

そった争議の解決を省当局に働きかけていたの

である．

　ところでこの頃の中国共産党の労働運動の指

導者の1人であった郡中夏も，この争議に関心

を示し，「糸廠女工罷工平議」と題する評論を，

争議の最中の6月21日付の『民国日報』の「覚

悟』に発表していたが，この評論は女工協会の

活動が省当局への請願文の発表にとどまっては

いなかったことを示唆している．この評論のな

かで郡中夏は，争議の発生が女工協会の指導に

よるものではなく，女工たち自身の意思による

ものであることなどを，争議が正当である理由

としてあげるとともに，女工協会の主任である

穆志紀はすでに南京に行っており，同会の上海

での活動は停止した状態にあることを指摘して

いた．

　このようにまず女工協会が争議の解決条件を

提示し，その条件での解決を省当局に働きかけ

ていたわけであるが，経営者側が操業の再開を

予定していた20日頃には，女工協会のものと

は異なる解決条件が新聞紙上で報道されるよう

になった．1924年6月21日付の『時報』は，前

日に女工側のものとして掲載した8条0解決条
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件が誤報であったとして，女工協会の関与につ

いての言及を削除するとともに，「女工之正式

条件」16条を掲載した．この「条件」には最高

賃金額を5角に引き上げる要求のほかに，幼年

工の保護，工会の承認，労働者の経営者との直

接交渉権の承認，産前産後の休暇とその間の賃

金の支給などの要求が含まれている点で，女工

協会が提示した解決条件とは異なっている．

　この16条の解決条件について，まず明らか

にされねばならないのはその提案者であるが，

当時の史料はこの点に関する明確な情報を与え

ていない．ただ近年の中国の研究者のなかには，

この16条を三二予の指導の下で提起された女

工たちの要求と理解し，彼女が女工協会とは異

なった方針で争議の解決にあたっ、ていたことを

主張している人がいる11）．この研究者自身も的

確に論証できる史料を提示しているわけではな

いが，16条のなかに女工協会の団体としてめ性

格と矛盾する要求があることや，圏 謔ﾉ言及した

ようにこの時点では穆志英が上海を離れていた

ことを考えれば，この解決条件が女工協会とは

別の対抗的な個人か団体によって決定されたも

のであることは，少なくとも明らかである．

　女工協会の団体としての性格と16条の解決

条件の内容との矛盾という点で重要なのは，第

10条である．第10条では虐待の事実や特別の

事情がある場合には，労働者が直接に経営者側

に訴えることができるとしている．拙稿でも指

摘したように，こうした労働者の経営者側との

直接の交渉権を女子工業進三会の規約は否定し

ていたが，すでに述べたように女工協会はこの

女子工業進徳会の系譜を引く団体であった．

　16条の解決条件を決定し提示したのが，女工

協会とは別の対抗的な個人か団体であったとし

ても，その個人や団体がただちに二二予や共産

党と結び付くわけではない．しかしすでにこの

時期，向警予が上海の国民党婦女部を足場に女

工の組織化に着手していたこと，それに共産党

の女工協会への評価が否定的なものに変化して

いた事実は，向島予と16条の解決条件との関

連付が成立する可能性を示唆しているといえよ

う．
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　向警予は共産党の2全大会以来，婦人運動の

指導者として活躍しており，『婦女週報』などに

おいて製糸女工の問題にもしばしば言及し，女

子工業進徳会の系譜を引く糸廠女工団について

は好意的に論評してきた．国共合作の成立後は

上海で国民党婦女部の「二丁」に就任していた

が，共産党では国民党婦女部での活動に女工の

組織化も期待していた．実際に，向警予は楊二

二らとともに製糸工場にも出かけて，女工への

働きかけを行なっていたようである12）．もっと

も共産党の側からの女工の組織化は，24年の争

議の時点においてはあまり大きな成果を上げて

いなかったようで，ちょうどこの争議の頃に発

表された共産党の婦女部の報告は，上海の国民

党婦女部での活動に言及し，女工への働きかけ

の成果が十分でないことを批判していた13）．

　この共産党婦女部の報告は女工協会について

も言及しているが，その指導権は「流心」に握

られているとして，そこへの女工の結集に否定

的な姿勢を示している．しかし共産党のこのよ

うな女工協会への姿勢は，これ以前から一貫し

ていたわけではなかった．9 ?Z二はもともと女

子工業進徳会系の女工団体に好意的であったし，

六義秀は『蕎導』誌上において女工協会の結成

に言及し，女工たちの実際の生活に役立つ活動

をすることなどを希望しながら，それを祝賀す

る姿勢を示していた14）．共産党婦女部の報告だ

けでなく，先に言及した郡中夏の女工協会への

認識から考えても，共産党の女工協会に対する

評価は，その結成準備の具体化からほぼ半年の

間に大きく変化していたのである．

　20日の操業再開も実現せず争議が長引くな

かで，経営者側では女工の賃金や「存工」を清

算して休業に入ることを決定した．しかしいか

に不況とはいえ二二の開始時期に本当に休業に

入ることは考えられず，これはいわば女工に対

して生計の面から復業を余儀なくさせようとす

る，ストライキへの経営者側の対抗手段であっ

た．事実，休業を決定する一方で，女工への復

業工作は続けられていたのである．しかし女工

たちのなかには，16条の解決条件が承認されね

ば復業しないという態度を表明するものもいた
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ようで（『申報』1924年6月24日），解決の可能

性は容易に見出せなかった．

　こうした状態の下で，争議の解決にむけて上

海の社会団体による調停活動が始まった．上海

の社会団体が連合して争議を解決に導こうとす

る動きは，上海女権運動同盟会や上海工団連合

会を中心に始まった．このなかで最もはやく調

停活動に入る姿勢を示したのは工団連合会であ

り，18日目会合で徐錫麟ら3人を代表に調停活

動を始めることを決定していた．工団連合会の

こうした対応のはやさには，女工協会がその構

成団体の1つであったことが関係していたので’

あろう．実際に，工団連合会には女工側から救

済の訴えがなされていた（『民国日報』1924年6

月19日）．

　諸団体の連合した調停活動は，女権運動同盟

会や工団連合会など6団体の呼び掛けで25日

に始まったくr申報』1924年6月25日）．すでに

ふれるところがあったように女権運動同盟会は

糸廠女工団の活動を支援したことがあり，女工

協会の結成準備にあたっても支援が期待されて

いた．女権運動同盟会等の呼び掛けで6月25

日に開かれた会合に参加した団体は20余団体

．にのぼったが，協議の結果，ストライキは労使

双方にとって好ましくないものであるという認

識から，経営者側と女工側に代表を派遣して調・

停を行ない，争議を解決に導くことが決定され

た．代表に選ばれたのは7人で，沈儀彬，三二

蘭（以上は女権運動同盟会），郡力子1陳濤の4

人目糸三二公所に，二二麟（工団連合会），二成，

王基永の3人が女工側に派遣された（「申報』

1924年6月26日）．

　事前の会合で協議した諸団体は，女工たちの

要求を賃上げ，団体の結成，労働時間の短縮の

3点にまとめていたが，糸二三公所にでかけた

4人の代表は，この3点について経営者側の意

向を打診した．しかし応対した協理の黄二丁と

虹口工廠会商処の二二庵は，夏二期の開始にあ

たって予定していた賃金の改定と，逮捕されて

いた女工の釈放についての意思を表明したのみ

であった．他方，女工側に派遣された3人の代

表が行った先は，女工協会であった．上海の諸
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　団体は，女工協会が女工側を代表するものと認

　識していたわけである．

　　こうして上海の社会団体の連合した調停が実

　行に移されたのであるが，調停活動はすぐに中

　諒してしまった．というのは南京において，女

　工協会が省議会議員を仲介に解決のための交渉

　を経営者側とひそかに進めており，交渉はさら

　に上海で継続して行なわれることが判明したか

　らである．このニュースを諸団体に伝えたのは，

　女工協会の並判英であった（「民国日報』1924年

6月27日）．女工たちがストライキを堅持して』

　いる一方で，女工協会では省議会議員を仲介に

　糸繭総公所と争議の収拾について，南京で交渉

　していたのである．女工協会と糸繭総公所との

　秘密裏の交渉の進展を知らされた諸団体は調停

　活動を中断し，進行している当事者間の交渉に

解決をまかせることにした．

　　女権運動同盟会などの諸団体が調停活動を中

　直したことについては，あくまでも活動を継続

すべきだとする批判もあった（『民国日報』1924

年6月27日）．しかし諸団体の調停活動が糸繭

総公所と女工協会を相手になされていたことを

考えれば，省議会議員を仲介に間接的なかたち

ではあれ，調停を受けた当事者同士が解決のた

　めの交渉に入った以上，それが実質的な意味を

失ったことは否定し得なかった．

　　こうして上海では瀬濾警察庁も含めて，女工

側は女工協会が，経営者側は糸繭総公所が代表

するかたちで，南京での交渉を基礎に争議終結

のためρ協議が進められることになった．上海

での協議で中心的な議題となったのは，賃上げ

額め決定と女工団体の結成認可の2点であった．

　すでに指摘したように，女工協会では争議の

解決のための条件の1つとして，当初は4角5

分の最高賃金額の回復をあげていた．しかし上

海での協議の様子は，この条件をあくまでも実

1現させようとする意思が，女工協会には無かっ

たことを示している．女工協会から解決のため

の条件をまとめた書簡を得た海進警察庁は，糸

操総公所総理の沈聯芳と虹口糸廠会商処の朱静

庵との協議において女工側の要求にふれ，僅か

に1分の賃上げを要求していると述べているの
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である（r民国日報』1924年6月28日）．書簡に

は6項目の条件が付けられていたようであるが，

賃金問題については，女工協会では争議の発生

当初の賃上げの条件を後退させていたことがわ

かる．

　女工団体の結成問題は，女工協会がもともと

提起していた解決条件のなかには含まれていな

かった．女工団体の問題は，むしろ16条の解

決条件の提示を契機に表面化した」しかし22

年前女子工業進直会の結成計画をみれば，穆志

英らがこの問題に無関心でなかったことは明ら

かである．女工協会が女工側を代表するかたち

での解決交渉が進展するなかで，女子工業進伊

具，準準女工団，糸紗女工協会といった名称で

結成が計画され実際に活動してきた女工団体の

公認を，穆志英らは経営者側に求めた．

　女工団体の結成問題についても，賃上げ問題

について警察庁と経営者側の協議が行なわれた

のと同時に，経営者側代表と女工協会の幹部を

含む女工側代表との間で協議が行なわれた．こ

の協議のなかにおいて女工側の代表は，「 絡Hの
知識や人格の向上と人道にもとるような労働状

態の改善という，女子工業進軍会の時と同じよ

うな理由をあげて，女工団体の結成の認可を求

めた（r民国日報』1924年6月28日）．結成され

た女工団体の具体的な内容については次にあら

ためて検討するが，女工側の要求に対して経営

者側も女工の管理という観点から了解を与え，

1分の賃上げ，女工団体の結成認可，逮捕され

ていた女工の操業再開後の釈放を条件に，24年

の争議は6月28日に収束した15》．

　女工協会によって進められた収拾工作に対し

て，女工協会に対抗的な内容が含まれていた16

条の解決条件を提示した勢力が，どのように対

応しようとしたのかという点については，当時

の史料のなかに何も知ることができない．しか・

し調停活動を始めようとした諸団体と女工協会

との関係，それに調停活動の中断の経緯を考え

れば，24年の製糸業の争議に関心を抱いた上海

の諸団体の多くが，女工協会による争議の収拾

を尊重していたことは明らかであり，女工協会

の収拾工作とは別の解決の道を探ることは困難
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であったろう．

　それではいわば一般の女工の切実な賃上げ要

求を後退させて女工協会が結成の認可を得た女

工団体とは，どのような内容のものであったろ

うか．次に，この点について検討することにし

よう．

IV．糸繭女工会の成立

　1分の賃上げ，女工団体の結成認可，逮捕さ

れていた女工の釈放を条件に，24年の製糸業の

労働争議は解決したのであるが，結成すべき女

工団体の内容については，女工側と経営者側で

共通した理解が成立していたわけではなかった．

女工団体の内容に関する女工協会と糸面総公所

との協議は，．操業再開後に始められ’た．

　両者の協議は7月に入ってから上海で始まっ

たが，それ，は南京で争議の解決にもあたった，

双方の2人の省議会議員が交渉するという形態

をとっていた．女工協会側の代理人となったの

は，その結成の準備にあたって「名誉董事」の

1人にあげられていた呉舞納であり，山繭総公

所側の代理人で，省議会議員でかつ豊富玉繭業

公所の董事でもあった裏面厚（人爵）と協議する

ことになった．上海において両議員の間での協

議が始まってまもなく，女工団体の内容につい

ての最終的な合意が成立した．合意事項は，次

の6点でiちる．①糸繭女工会議処を糸繭総公所

に付設ずる．②糸繭総公所は女工会議処に，毎

月500元の経費を支給する．③女工会議処は

20人の女工を招聰して調査員とする．④調査

員の人選にあたっては糸心心公所の同意を得る．

⑤調査員はその任務の遂行にあたって，糸繭総

公所側のそれと共同して行なう．⑥女工会議処

は，今後はストライキを発生させないことを保

障する16）．

　結成すべき女工団体の内容については，以上

の6点の合意が成立したのであるが，この合意

には穆志英らのもともとの要望のすべてが盛り

込まれていたわけではなかった．女工団体の内

容については，争議が収束する以前の南京での

交渉の時点から穆志英が要望を出していたよう

であるが，経営者側から同意が得られないでい
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た問題が2つあった（r民国日報』1924年7月1
日）．

　1つは，女工団体の経費を女工の賃金から控

除することである．合意事項のなかではこの要

望は承認されていないが，その代わりに糸繭総

公所が経費を補助することになったのであろう．

もう1つは，女工団体の機能に関する問題であ

る．これは女子エ業広徳会の結成計画の時…卓か

らのことであるが，穆志英らには一定の職種の

女工を女工団体から工場に派遣しようという考

えがあった．女子工業進徳会ではまず女二二に

入会を勧めたが，正式に成立した後の予定とし

て，各製糸工場が女工を雇用する場合，三会が

報告を受けて女工を派遣し，労働時間や賃金の

決定にもあたることにしていたといわれている

（r民国日報』1922年7月26日）．南京での交渉

の時にも，穆志英は各製糸工場の女管車を女工

団体が派遣することを要望していた．6点の合

意事項を見るかぎりではこの要望も認められな

かったようであるが，女工団体の結成にあたっ

て穆面立らは，クローズド・ショップ制の実現

を期待していたことがわかる．このように二丁

英らが構想した団体そのものではなかったが，

22年に最初に計画された女工団体の結成が，24

年の争議を契機に糸繭女工会（以下，しばしば

女工会と略称する．）という名称ではじめて経

営者側によって承認されたのである17）．

　成立した女工会の主任に就任したのは二二英

であるが，先の6項目の合意事項のなかにあっ

た調査員というのが女工会の幹部を構成したも

のと考えられる．その任務については，合意事

項のなかでは規定されていないが，後の女工会

の活動の事例から推測して，女工の労働状態の

調査や労使間の紛争の防止にあたることが期待

されていたと思われる．調査員の人数は当初は

20人の予定であったが，実際には48人に増員

された．この調査員がどのような基準で選ばれ

たのか，具体的に明らかにしている史料はない

が，日本人の調査では，「該会議所調査員ノ如キ

殆ンド女工頭自ヲ網羅シ居り謂ハ、一種ノ懐柔

策二過ギザルヤノ観アリ」とか18），「女工間には

江北人とか紹興人といふ様に地方的に系統があ
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ってそれに各々親方とも見るべきものがあるか

ら，彼等を調査員なる名目の下に懐柔して」争

議の発生を未然に防ごうとした19｝，といったよ

うな論評がなされていた．

　これらの論評から，調査員として女工会の幹

部を構成したのは一般の女工ではなく，もとも

とから女工のなかで頭だったような人物や，13

の幣の代表者であったことがわかるが，女子工

業進徳島以来の女工団体の結成計画との関連で，

さらに検討を深めておかねばならないのは，日

本人の調査がいうところの「女工頭目」や「親

方」の製糸工場内における具体的な地位である．

この点に関して女工会成立の翌年，翌々年頃の

新聞を見ると，調査員と称されるような女工会

の幹部には，女管車が就任していたと判断でき

るいくつかの記事がある．

　1925年に上海の乾姓糸廠で，ある剥繭女工が

繭を盗んだのを監督者に発見され，罪を逃れる

ために女工会の会員だと称したが，調査にやっ

て来た穆志英は工場側に対して，「工会の会員

は女管車と車間の熟練工だけである」と述べ20），

この女工の申し立てが虚偽であることを証明し

た．同年の11月，上海の製糸工場の著名な経

営者の1人で，糸鳥総公所の忌事でもあった奥

雨臣の死去にあたって，穆志英と「細帯の女管

車」は一般の女工を代表して「万民傘」を送っ

た（r時報』1925年11月15日）．翌年1月，女

工会は各工場の女管車を集めて争議の発生防止

策について協議したが，そのなかで該会の会員

は「各工場の女管車と繰糸女工」であることが

言明されていた（『時報』1926年1月12日）．

　これらの新聞報道からわかるように，成立後，

の女工会には製糸工場のあらゆる職種の女工が

参加できたわけではなく，会員は尾崎車と蓋車

と呼ばれる正規の繰糸女工．に限定されていたの

である．従って製糸工場のなかでも車間＝繰糸

室以外に配置されている女工や，繰糸室のなか

でも一人前の繰糸女工ではない替車や盆工には，

女工会への入会が認められていなかったのであ

る．この会員構成上の事実から，女工会は職能

別組合という性格をもっていたことがわかる．

　女工会の会員が女管車と山車で構成されてい
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たといっても，労働問題に関する該会の意思決

定に両者が対等に関与していたわけではなかっ

た．26年1月に開かれた争議防止策を協議す

るための会合に参加したのが，副管車だけであ

ったことから明らかなように，正車は女工会の

意思決定にほとんど関与しておらず，女工会は

実質的には女能車たちの団体であった．そして

奥雨臣への「万民傘」の贈与にあたって，轄ご

とに女能車が行動していることにうかがえるよ

うに，女工会の幹部となった女難車は糟の代表

者のような立場にもいたのである．

　こうしてみると先に引用した日本人の調査が

いうところの「女工頭目」とか「親方」という

のは，製糸工場の車間に配置され，ている導管車

たちのことであり，また幣の代表者のことであ

ったと考えられるのであるが，女工会の幹部の

すべてが現職の女管車であったというわけでは

なかろう．女工会の成立にあたっては，穆志英

が失業中の女工を招聰して労働状態の調査にあ

たらせたともいわれているし（『垂耳』1924年7

月30日），また穆志英自身がもとは単管車であ

ったものの，この時点では現職ではなかったと

考えられることから，女工会の幹部になったの

は女皇車およびその経験者であったといったぼ

うが正しいのかもしれない．

　成立した女工会は，しばらくして「糸繭女工

会議処簡章」を制定した．それは11項目から

なっているが，重要な内容は次の5点である．

①女工の生活の維持と福利の増進を目的とする．

②幹事長や副幹事長を置く．③各工場の女工で

要求があれば本会に報告し，幹事長が幹事員を

召集して討議し，その’ ､えで糸繭総公所と交渉

することとし，ストライキを起こすことは認め

ない．④本会は名望のある4人の人を顧問に迎

え，指導を受ける．⑤本会は女エから経費を徴

収せず，糸繭総公所から毎月300元の補助を受

ける（『申報』1924年7月30日）．

　この「簡章」で定められている役員の幹事長

と幹事員は，成立当初の女工会の主任と調査員

に相当するものと考えられる．「簡章」の制定

後は穆志気の役職名は幹事長に変わっているが，

当初は調査員として選ばれた各帯を代表する女
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管車も幹事員に役職名が変更されたのであろう．

氏名が判明する十数人の幹事員のなかには，女

子工業進駄酒の発起人や雄魂女工協会の「壽山

雨」，それに糸遊女工団が23年7月に起こした

争議で逮捕され，た人物が含まれている（『民国日

報』1924年8月12日，1925年3月1日）．

　女工会の目的についてみると，確かに女工の

生活の維持や福利の増進を掲げている．しかし

女工の利益は女工自身が経営者側と直接に交渉

し，場合によってはストライ．キという手段に訴

えて守るのではなく，実質的には女管車集団に

よって運営されている女工会による，経営者側

との交渉とい．う方法で守らねばならないことが

規定されているのである．ここで思い起こさね

ばならないのが，24年の争議の過程で提起され’

ていた16条の解決条件である．女工会は会員

を女華車と正規の繰糸女工に限定したうえで，

16条の解決条件にあったような女工の経営者

側との直接の交渉権を否認し，すべての紛争を

実質的には女単車集団と経営者側との交渉によ

って解決することを目指していたのである．

　実質的には女車車団体である女工会が，女工

の生活の擁護という目的にそって採用した基本

方針は，製糸工場の操業の安定的維持であった．

この基本方針には，女工側におけるストライキ

の発生の防止と，経営者側の経営面での努力や

女工の生活への配慮という2つの内容が含まれ
ていたが，』 ｱの方針の下に女工会の労使協調の

立場に立つ活動が可能になった．労使協調の立

場から紛争の発生を防止しようとする女工会の

活動は，成立直後に直面した亡師戦争の影響下

での工場の操業の維持をめぐって，また翌25

年2月の在席紡での争議や5・30運動の波及の

回避をめぐって展開した．

　すでにふれたように24年度の製糸工場の操

業は不況の状態で始まったが，これに追討ちを

かけたのが勲記戦争の発生であった．内戦の発

生は上海との交通を遮断するなど，とくに内鼠

の製糸業に大きな打撃を与えた．これに比較す

れば上海の製糸業が受けた打撃は小さかったが，

それでも金融が逼迫し金利が高騰した29．こう

した製糸業の困難な状態の下において，女工会
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の最大の関心は女工の生活を擁護し秩序を守る

．ための工場の操業の継続におかれた．

　製糸工場の操業の継続を可能にするために，

女工会が採用した方策は賃金の引き下げであっ

た．24年の争議の原因になったように，この年

の夏挽期の最高賃金額の決定にあたって，経営

者側は前年の同時期より3分減額した．争議が

女工協会の指導の下に解決した結果として，賃

上げ額は1分にとどまったが，江沼戦争の発生

という困難な状態の下で経営者側に操業を継続

させるために，女工会はこの1分の賃上げを反

古にしただけでなく，最高賃金額を4角にまで

減額しようとしたのである『 i『時報』1924年11

月18日）．

　翌25年2月に発生した上海の在華紡での争

議の収拾に努力レていた穆酒乱は，製糸業につ

いても女工会の「職員会議」を召集して，労使

間の秩序を維持し，双方の利益を実現するため

の対策の決定を趣旨とする「全体会員大会」の

開催を提案した（『申報』1925年3月12日）．

「全体会員大会」はほぼ半月後に開かれたが，参

加者は100人余りで実は「職員会議」の参加者

数とあまりかわらない．このことは大会の名称

にもかかわらず，一般の繰糸女工が参加してい

たわけではないことを示唆している．

　「全体会員大会」では女工内部の秩序を維持

し製糸資本家の営業に配慮するという趣旨で，

女工たちを労働に専念させるように「講演隊」

を組織して女管車に演説して回ること，「調査

隊」を各工場に派遣して女工たちの成績を調査

し優劣を区別することの2点を決定した．また

経営者側に対しては紛争が発生する原因』となら

ないように，労働時間を統一することを要望し

ている（r民国日報』1925年3月30日）．このよ

うに在華紡の争議の波及を回避するために，女

工会では経営者側には紛争の原因を作らないよ

うに要望するとともに，女工たちに対しては主

管車を中心にその秩序の維持にあたろうとした

のである．

　操業の安定的維持という女工会の基本方針は，

5・30運動の展開に対しても採用された．女工

会は5・30事件が発生してからまもなく「臨時
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職員会」を開いたが，そこでの穆志英の提案は

被害者への援助，対外交渉の満足な結果の実現，

製糸工場の操業維持の3点からなっていた（『申

請』1925年6月5日）．製糸工場の操業維持と

いう穆志英の姿勢は，5・30運動への対処につ

いて協議するためにやって来た，蘇州や無錫の

女皇車たちへの返答にも具体的に表われており，

賃金の一部の拠出による運動への資金援助の意

思を示しつつも，女工に損害を与えないという

理由によるストライキの回避を第一義的に表明

していた（r尊報』1925年6月8日）．

　こうしてみると穆志英らが最も重視していた

ことは製糸工場の操業の安定的維持であり，女’

工会の「簡章」が掲げていた女工の生活の擁護

という目的も，それを前提にして実現するもの

と考えられていた．このために内戦等の困難に

直面すれば賃金を引き下げてでも操業の維持を

はからねばならず，また製糸業の内的要因によ

るものはもとより，外的要因によるものについ

ても，ストライキの発生は極力回避されねばな

らなかったのである．

おわりに

　1922年以来の製糸業の労働争議史において，

24年の争議の結果は，女工団体の結成がはじめ

て経営者側によって承認された点で特徴的であ

った．職能別組合としての性格を有し，実質的

な運営権は女管車集団によって掌握されでいた

この女工団体＝糸繭女工会の成立は，・穆志英ら

が22年の争議の時から追求してきた課題の達

成を意味した．

　一方，24年の争議と26年のそれとの関係に

ついては，次のような点に注目しておく必要が

あろう．まず第1点は，争議の解決をめぐって，

穆志英らとは対抗的な勢力が出現していたこと

である．第2点は，成立してからまもなく，女

工会の内部に分化が生じたことである．分化は，

江津戦争下で製糸工場の操業を維持するために，

穆志英が採用した賃金の引き下げという方策を

めぐってまず発生し，ついで翌年の5・30運動

以後により明確なかたちで進行した．蛇毒英ら

の集団にはもともと分化する要素があったよう
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で，すでに言及した中国共産党婦女部の報告は，

糸紗女工協会について，指導権を掌握している

「伊州」とともに，勇敢に奮闘する一部の「女工

の領袖」の存在についても指摘していた．

　　　　　　　　　　　　　　（広島大学文学部）
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